
－ 127 －

若年男性における性機能・性欲の低下に関する研究

一性交に対する消極的な態度尺度および性に対するネガティプな態度尺度を用いて一

人間教育専攻

臨床心理士養成コース

中野有沙

1.問題と目的

現代では，若者の抱える性交に関する問題と

して，デート DVキ遡王，性感染症，臆内射精

障害，セックスレス，不妊症などが取り上げら

れることがある。中でも，若年男性の勃起障害

(以下， ED)に対しては世界中で注目され始

めている。日本においても，若年男性のEDの

相生が各調査で明らかになり，若年男子にとっ

てEDは特別珍しくなし、柄主となりつつある。

日本性教育協会の調査結果によると，高校生

や大学生において十封子動に対して活発な者と不

活発な者に分かれる分極化が生じている(林，

2013)。高坂 (2013)は，恋愛に対して拒否感

をもっ群と自信の無い群が全般的に自我発達の

程度が低かったことを示している。この両群は，

恋愛に対する自信がなく，また恋愛する意義も

わからない青年であり 拒否感をもっ群に至つ

ては恋愛とし、う親癌な関係をもつことによって

生じる心理的・時間的な負担を回避しようとし

て，恋人を欲しいと思っていない青年で、あった。

この結果は，高坂 (2013)日く， Erikson (19591 

2011)の「自分のアイデンティティに確信の持

てない若者は，対人的な親密さを怖がって尻込

みするj としづ指摘を支持するものである。し

かし，交際している者の全てが自我発達の程度

が高いとは限らない。なぜなら，若年男性が周

囲からの圧力や相手との相互作用などによって

恋愛や交際に至る場合も考えられるからである。
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交際と性交が身近な若者社会において，性機

能の低さや性交への消極的な態度があるが故に，

交際に至ったとしても相手との関係が悪くなっ

たり，交際に至らなかったりすることもありう

るだろう。しかしながら，若年男性の恋愛を含

む町子動に影響すると考えられる性機能の低さ，

性や性交に対する否定的・回避的・消極的な態

度との関連をみた研究は見当たらない。そこで，

本研究では，現代の若年男性の性機能の程度お

よひ若手男性の倒幾能に影響すると思われる性

や性交に対する態度，身体的健康，心理的健康

との関連とそれが交際や性交行動に影響してい

るかどうかを明らかにすることを目的とした。

2.方法

2014年7月下旬から8月下旬， 18歳から 30

歳の若年男性121名(X大学とY大学の大学生

および大判完生 111名，その他社会人男性 10

名。平均年齢22.48歳，SD=2.82)を対象とし，

年齢，身体的健康，心理的健康， IIEF日本語版

(Ro回n，1997 木元 2002)，性交に対する

消極的な態度に関する質問 25項目，性に対す

るネガティブな態度尺度(浜田， 2012)から構

成された無記名方式の質問紙調査を行った。

3.結果

(1)若年男性用IIEFについて

性交の有無に関係なく'肘幾能の程度を検討す

るために，従来の IIEFからパートナーのいな

い者に対して回答が困難と思われた7項目と天
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井効果がみられた1項目を除外し，主因子法-

K担能rの正規化を伴う Promax回転を行った

結果，共通性の低かった2項目を除外し，再び

因子分析を行った結果 5項目 2因子構造とな

り，第1因子を「性機能活動頻度Jα=.836，

第2因子を「性欲Jα=.883と命名した。

(2)性交に対する消極的な態度について

床効果がみられた 11項目を除外し，残った

14項目に対して，主因子法-K出回rの正規化

を伴う Promax回転を行った結果，第1因子を

「関係優先型消極性」 α=.755，第2因子を「自

分優先型消極性Jα=.716，第3因子を「使命

感」 α=.603と命名した。

(3)性交に対する消極的な態度と若年男性用

IIEFとの関係:重回帰分析の結果，関係優先型

消極性と使命感l士性機能活動頻度に影響を与え，

使命感のみが性欲に影響を与えていた(図1)。
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函1性交に対する消極的な態度と若年男性llEFとの関係

(4) ，性に対するネガティブな態度と若年男性

用 IIEFとの関係:重回帰分析の結果，嫌悪・

否定は性機能活動頻度と性欲に影響を与え，性

的関心・他者への不安ほ性欲にのみ影響を与え

ていた(図2)。
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図2性に対するネガティブな態度と若年男性用IIEFとの関係

(5)若年男性用IIEFと交附子動との関係:

'↑封幾能活動頻度と性欲は現在の交際の有無に影

響を与えていた(図3)。
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図3若年男性用IIEFと交際に関する項目の関係

(6)若年男性用IIEFと性交行動との関係:

性機能活動頻度は全ての性交行動に影響を与え

ていたが，性欲はし、ずれの性交行動にも影響を

与えていなかった(図4)。

51..糟

06 

***P<.QOl - ・有意あり，ーー+有意なし

図4若年男性用IIEFと性交行動に関する項目の関係

4.考察

R2=.17意事事

性交経験の有無

R2=.21布市傘

性交組験人数

R2=.34*・キ

4週間以内の

性交の試みの有無

R2=.2S*寧掌

最近のセッヲス頻度

若年男性の性機能は性機能活動頻度と性欲

に大別された。性交に対する消極的な態度の心

理的鞘教として， Erikson (1959)の「基本的

信頼の感覚Jr自律的意志の感覚Jr積極性」が

確立されていないことが各因子に表れていると

考えられた。また，性交に対する消極的な態度

や性に対するネガティブな態度防性機能に影響

を及ぼし，それらは現在の交際に影響を与えて

いた。また，性機能活動頻度のみが性交行動に

影響を与えていた。故に，若年男性の↑針子動の

消極化の背景には対人関係の基盤の不安定さに

よる性機能の低下が窺われることが示唆される。


